
事業所名   グループホーム青い鳥

作  成  日       ：　平成　３０年　　１月　１０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題  目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1 33

重度化や終末期は本人や家族の気持ちが揺ら
ぎ、意向の変化が激しくなる時期である為、施
設と家族・本人との意向の統一の為に、意見交
換の頻度をより多く持たれることを期待する。

当事業所では、以前より主治医を中心に家族
様との話し合いを必要に応じて回数を重ねて
納得を得た上での対応を実行している。今年
度もこの方針を継続していく。

2 40
窓辺やテラス先での食事など、気分を変えての
「食を楽しむ時間」を増やす計画が望まれる。

昨年の年末に、おやつ作りの実行、外出時の
軽食プラン等週間計画、一ヶ月計画を管理者
中心に立てたところである。今年度は計画に
沿って実行し利用者の笑顔の引き出し援助に
つなげていきたい。

1 か月

3 か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

随　時

２　目標達成計画
評価結果
市町提出日　　 ：　平成　３０年　　１月　１２日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

目標達成に
要する期間


